























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































年 1927 1928 1929 1930 1931 1932 1933 1934 1935 1936 1937
事 件 数 13 75 117 221 395 308 157 84 39 23 66
検 挙 者 数 29 120 292 950 1119 1170 670 303 87 67 92
起 訴 者 数 1 28 28 77 32 60 93 31 2 2 14
学校処分者数 12 284 312 864 984 901 578 162 33 19 32
出典：松村禎彦『最近に於ける左翼学生運動』（司法省刑事局、1941年）369頁。
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い
る８
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
河
合
栄
治
郎
は
、「
凡
そ
主
義
と
称
す
る
も
の
へ
の
欲
求
を
持
た
な
い
」
こ
と
が
、「
事
変
後
の
学
生
」
の
「
根
本
的
」
態
度
だ
と
み
て
い
る
。
そ
し
て
と
く
に
「
寒
心
す
べ
き
兆
候
」
と
し
て
、
第
一
に
「
一
定
の
人
生
観
と
か
世
界
観
と
か
を
持
ち
合
わ
さ
な
い
」、
第
二
に
「
教
養
の
不
足
」、
第
三
に
「
功
利
的
打
算
的
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
る９
。
　
「
事
変
後
の
学
生
」
に
つ
い
て
の
指
摘
と
も
重
な
る
が
、
一
九
三
〇
年
代
中
ご
ろ
か
ら
青
年
論
・
学
生
論
が
盛
ん
に
論
じ
ら
れ
た
。
そ
こ
で
の
教
員
や
評
論
家
の
学
生
評
を
み
る
と
、「
知
識
」・「
教
養
」
の
有
無
・
低
下
に
つ
い
て
の
判
断
は
分
か
れ
る
も
の
の
、「
虚
無
的
」
「
懐
疑
的
」「
傍
観
的
」「
無
思
想
」「
個
人
主
義
的
」「
功
利
的
」「
享
楽
的
」
な
ど
と
評
す
る
も
の
が
多
いＡ
。
学
生
た
ち
自
身
も
、
し
ば
し
ば
「
懐
疑
的
」「
無
節
操
」「
無
主
義
」「
享
楽
的
」
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
るＢ
。
　
一
方
、
戸
坂
潤
は
、「
最
近
の
学
生
は
勉
強
し
な
く
な
り
教
養
が
な
く
な
つ
て
来
た
、
本
を
読
ま
な
く
な
つ
た
と
い
は
れ
る
」
が
、「
現
代
の
学
生
も
、平
凡
な
意
味
に
於
け
る
秀
才
的
な
勉
強
は
相
当
や
つ
て
ゐ
る
」、た
だ
し
「
問
題
に
な
る
の
は
」、「
思
想
的
な
情
熱
」
と
「
批
判
的
な
読
書
力
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
な
お
、
教
養
に
つ
い
て
戸
坂
は
、「
識
見
や
良
識
の
問
題
を
離
れ
て
教
養
は
な
く
、
又
身
に
つ
い
た
思
想
と
感
受
の
シ
ス
テ
ム
の
な
い
処
に
教
養
な
ど
は
な
い
」
と
み
る
。
ま
た
三
木
清
は
、
学
生
た
ち
が
「
読
書
に
つ
い
て
す
ら
自
主
性
を
失
つ
て
」、
一
種
の
「
権
威
主
義
」
が
著
し
く
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
るＣ
。
二
人
の
指
摘
に
共
通
す
る
の
は
、「
秀
才
」
型
学
生
に
み
ら
れ
る
新
た
な
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
志
向
、
戸
坂
の
い
う
「
新
ア
カ
デ
ミ
ー
主
義
」
で
あ
る
。
　
以
上
の
よ
う
な
学
生
評
に
対
し
て
、
学
生
の
動
向
全
体
を
見
き
わ
め
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
主
だ
っ
た
現
象
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。
　
第
一
は
、
趣
味
・
娯
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
へ
の
傾
斜
で
あ
る
。
映
画
・
写
真
熱
、
ス
ポ
ー
ツ
ブ
ー
ム
、
喫
茶
店
・
撞
球
場
・
麻
雀
ク
ラ
ブ
・
カ
フ
ェ
・
バ
ー
通
い
、「
ダ
ン
ス
学
生
」
が
代
表
的
で
あ
ろ
うＤ
。
こ
れ
ら
の
趣
味
・
娯
楽
の
普
及
は
一
九
二
〇
〜
三
〇
年
代
の
都
市
を
中
心
と
す
る
大
衆
消
費
社
会
化
に
と
も
な
う
社
会
現
象
で
あ
り
、学
生
に
特
有
の
嗜
好
と
は
い
え
な
い
が
、学
生
運
動
に
対
す
る
弾
圧
は
「
一
132
般
学
生
か
ら
学
問
の
集
団
的
研
究
を
奪
つ
て
し
ま
ふ
結
果
と
な
つ
た
。
学
生
は
ス
ポ
ー
ツ
や
娯
楽
以
外
で
は
団
体
的
に
自
己
を
表
現
す
る
道
を
持
た
な
く
な
つ
たＥ
」
と
い
う
大
室
貞
一
郎
（
東
大
学
生
主
事
）
の
指
摘
は
、（「
団
体
的
に
…
…
」
と
は
限
ら
な
い
と
思
う
が
）
妥
当
で
あ
ろ
う
。
　
第
二
は
、
教
養
主
義
的
自
由
主
義
へ
の
傾
倒
な
い
し
退
避
で
あ
る
。
河
合
栄
治
郎
『
学
生
生
活
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
五
年
）
や
、
河
合
編
『
学
生
と
教
養
』『
学
生
と
読
書
』
な
ど
の
〈
学
生
叢
書
〉
全
一
二
冊
（
日
本
評
論
社
、
一
九
三
六
〜
四
一
年
）
が
、
高
校
生
を
中
心
に
ず
い
ぶ
ん
読
ま
れ
たＦ
。
最
初
の
『
学
生
と
教
養
』
が
全
体
を
象
徴
す
る
タ
イ
ト
ル
で
あ
り
、
河
合
は
、「
あ
れ
以
来
教
養
は
到
る
処
で
話
題
と
さ
れ
、
一
種
の
流
行
と
さ
へ
な
る
に
至
つ
た
」（『
学
生
と
生
活
』
序
文
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
編
著
書
の
刊
行
は
、
前
記
の
よ
う
な
「
事
変
後
の
学
生
」
の
現
実
を
憂
慮
す
る
河
合
の
対
応
の
所
産
で
あ
っ
た
。「
い
か
な
る
客
観
の
動
揺
に
逢
着
す
る
も
、
毅
然
と
し
て
動
か
ざ
る
自
我
」（『
学
生
と
教
養
』
序
文
）
を
確
立
す
る
こ
と
、
こ
れ
が
河
合
の
訴
え
る
と
こ
ろ
で
あ
りＧ
、『
き
け
わ
だ
つ
み
の
こ
え
』
や
そ
の
他
の
遺
書
お
よ
び
回
想
記
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
少
な
か
ら
ぬ
戦
中
派
世
代
の
学
生
た
ち
の
心
の
拠
り
ど
こ
ろ
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
　
第
三
は
、
右
翼
学
生
運
動
の
高
ま
り
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
前
半
の
動
き
は
既
述
の
通
り
だ
が
、
一
九
三
七
〜
三
九
年
に
は
三
〇
年
代
前
期
を
上
回
る
八
九
団
体
が
設
立
さ
れ
て
第
二
の
ブ
ー
ム
を
迎
え
、
一
九
三
九
年
九
月
時
点
の
国
家
主
義
学
生
団
体
数
は
二
〇
七
、
会
員
数
三
万
一
七
三
二
人
に
及
び
、
一
九
四
〇
年
五
月
に
は
全
国
組
織
と
し
て
日
本
学
生
協
会
が
創
立
さ
れ
て
い
るＨ
。
と
は
い
え
、
読
書
調
査
を
初
め
と
す
る
各
種
の
学
生
生
活
調
査
や
新
聞
・
雑
誌
が
伝
え
る
学
生
の
動
向
お
よ
び
学
生
評
を
み
る
限
り
、
右
翼
学
生
運
動
が
学
生
た
ち
に
大
き
な
思
想
的
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
は
言
い
が
た
く
、
日
本
学
生
協
会
も
一
九
四
三
年
に
解
散
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
　
以
上
の
ほ
か
、
反
フ
ァ
シ
ズ
ム
文
化
運
動
に
つ
い
て
は
先
に
言
及
し
た
が
、
こ
れ
に
参
加
・
呼
応
す
る
学
生
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
唯
物
論
研
究
会
（
一
九
三
二
〜
三
八
年
）
に
は
学
生
も
か
な
り
参
加
し
、
あ
る
い
は
『
唯
物
論
研
究
』
を
読
ん
で
お
り
、
平
均
四
千
部
発
行
さ
133
れ
た
と
い
う
新
聞
『
土
曜
日
』（
一
九
三
六
〜
三
七
年
、
月
二
回
発
行
）
の
読
者
の
中
心
は
学
生
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
だ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
京
都
の
『
学
生
評
論
』（
一
九
三
六
〜
三
七
年
）、
東
京
の
『
東
大
春
秋
』（
一
九
三
四
〜
三
七
年
）、『
図
書
評
論
』（
一
九
三
四
〜
三
七
年
）
な
ど
の
雑
誌
は
、
京
大
・
東
大
の
学
生
に
よ
っ
て
に
な
わ
れ
、
学
生
消
費
組
合
運
動
も
一
九
三
六
年
ご
ろ
ま
で
は
存
続
し
て
い
る
。
　
し
か
し
、滝
川
事
件
後
の
大
学
の
対
応
と
教
授
た
ち
の
態
度
へ
の
不
信
、お
よ
び
左
翼
の
転
向
の
も
た
ら
し
た
衝
撃
は
大
き
く
、大
学
・
学
問
と
い
う
「
権
威
」
や
こ
れ
ま
で
の
「
思
想
」
に
対
す
る
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
と
も
に
、
不
安
・
動
揺
が
生
じ
た
。『
世
界
文
化
』
の
「
創
刊
の
辞
」
に
は
「
不
安
」
と
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
」
が
、『
学
生
評
論
』
の
「
発
刊
の
言
葉
」
に
は
「
不
安
と
動
揺
の
時
代
的
苦
悩
」
が
、
表
白
さ
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
社
会
心
理
は
お
そ
ら
く
多
く
の
学
生
に
も
及
ん
で
お
り
、
加
え
て
言
論
・
思
想
統
制
が
強
ま
る
な
か
で
、
趣
味
・
娯
楽
な
ど
私
的
・
風
俗
的
自
由
に
傾
斜
し
て
ゆ
く
流
れ
も
あ
れ
ば
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
不
安
を
抱
え
な
が
ら
も
そ
れ
を
超
え
て
、
既
成
の
「
権
威
」
や
「
思
想
」
に
囚
わ
れ
な
い
自
由
な
思
想
を
追
求
し
、
新
た
な
学
問
・
芸
術
を
創
り
出
そ
う
と
す
る
動
き
も
あ
っ
た
。
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
期
に
は
、
公
然
と
研
究
会
・
読
書
会
を
開
く
こ
と
さ
え
不
可
能
と
な
り
〝
沈
潜
〞
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
戦
時
下
の
抵
抗
精
神
が
、
戦
時
〜
戦
後
初
期
の
傑
出
し
た
思
想
と
学
問
・
芸
術
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
二　
一
九
三
八
年
の
学
生
狩
り
と
早
大
お
よ
び
早
大
生
（
１
）
一
九
三
八
年
二
月
の
青
少
年
・
学
生
狩
り
　
警
視
庁
は
国
民
精
神
総
動
員
強
調
週
間
を
期
し
て
、
一
九
三
八
年
二
月
一
五
日
、
銀
座
、
新
宿
、
浅
草
、
玉
の
井
な
ど
の
盛
り
場
で
「
不
良
青
少
年
、
学
生
」
二
千
名
を
検
挙
し
た
。
大
部
分
は
説
諭
を
加
え
今
後
出
入
り
し
な
い
と
い
う
誓
約
書
を
書
か
せ
帰
宅
さ
せ
た
。
四
谷
署
の
八
〇
名
を
は
じ
め
と
し
て
四
四
九
名
が
留
置
さ
れ
た
。
安
倍
源
基
の
警
視
総
監
就
任
（
一
九
三
七
年
一
二
月
）
以
来
「
は
じ
め
て
の
大
134
が
か
り
な
取
締
り
」（
東
日
二
・
一
六
）、「
一
九
三
三
年
秋
以
来
の
大
々
的
不
良
狩
り
」（
東
朝
二
・
一
六
）
な
ど
と
報
道
さ
れ
たＩ
。
　
続
く
二
月
一
六
日
の
検
挙
で
は
、
署
長
が
説
諭
、
訓
示
、
宮
城
遙
拝
さ
せ
た
署
も
あ
る
。
大
崎
署
で
は
検
束
し
た
者
の
う
ち
大
学
生
二
〇
余
名
の
み
を
集
め
、「
非
常
時
と
学
生
の
心
構
え
」
を
訓
戒
し
て
い
る
（
東
朝
二
・
一
七
）。
　
一
五
〜
一
七
日
の
三
日
間
に
、
府
下
八
〇
署
で
六
九
一
〇
人
検
挙
、
一
八
日
の
上
野
・
早
稲
田
・
戸
塚
署
等
を
加
え
れ
ば
七
千
人
を
突
破
。
一
八
日
は
警
察
署
別
で
は
戸
塚
署
が
三
二
六
人
と
最
も
多
く
、
早
稲
田
第
一
高
等
学
院
学
生
係
の
名
で
「
急
告
」
を
掲
示
し
た
写
真
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
読
売
二
・
一
九
）。
ま
た
、
戸
塚
・
早
稲
田
両
署
で
は
三
日
間
で
計
四
七
六
人
が
検
挙
さ
れ
て
お
り
（
読
売
二
・
二
六
「
当
今
学
生
気
質
７
」）、
早
稲
田
の
学
生
も
検
挙
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
人
数
は
確
認
で
き
な
い
。
　
『
警
視
庁
史
昭
和
前
期
』（
一
九
六
二
年
）
は
、
三
日
間
の
（
上
記
の
報
道
に
よ
れ
ば
実
際
に
は
四
日
間
だ
が
）
取
締
り
を
簡
単
に
記
し
て
い
る
。
検
挙
者
総
数
七
三
七
三
人
、
内
訳
は
、
学
籍
あ
る
者
三
四
八
六
人
、
う
ち
専
門
学
校
以
上
二
六
一
七
人
、
中
等
学
校
生
徒
八
六
九
人
、
有
・
無
職
者
は
三
八
八
七
人
、
う
ち
有
職
者
二
九
九
九
人
、
無
職
者
八
八
八
人
、
処
分
別
内
訳
で
は
、
説
諭
放
還
三
六
四
七
人
、
検
束
三
〇
三
六
人
、
拘
留
四
三
八
人
、
科
料
五
〇
人
、
送
致
見
込
二
〇
二
人
と
記
し
て
い
る
。
新
聞
報
道
で
は
「
不
良
狩
り
」「
不
良
学
生
狩
り
」
と
称
さ
れ
て
い
る
が
、
喫
茶
店
、
撞
球
場
、
麻
雀
ク
ラ
ブ
、
映
画
館
、
公
園
、
デ
パ
ー
ト
な
ど
に
い
た
青
少
年
に
対
す
る
一
網
打
尽
の
検
挙
だ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
五
割
近
く
を
学
生
が
占
め
、
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
は
学
生
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
時
の
一
斉
検
挙
を
「
学
生
狩
り
」
と
称
す
る
の
は
不
適
当
で
は
な
い
。
な
お
、『
警
視
庁
史
』
に
は
、
そ
の
後
の
学
生
狩
り
へ
の
言
及
は
な
い
。
　
初
日
の
検
挙
に
つ
い
て
東
京
日
日
新
聞
は
、「
大
学
専
門
学
校
の
学
生
を
は
じ
め
時
局
を
忘
れ
て
盛
り
場
で
遊
興
に
耽
る
青
年
層
の
自
粛
を
希
望
し
て
…
…
の
一
斉
取
締
は
非
常
な
反
響
を
呼
び
、
十
六
日
は
早
朝
か
ら
電
話
や
口
頭
で
「
引
き
続
い
て
厳
重
に
取
締
り
を
励
行
し
て
も
ら
ひ
た
い
」
と
い
ふ
激
励
が
警
視
庁
に
殺
到
」
し
た
と
報
道
し
て
い
る
（
東
日
二
・
一
七
夕
刊
）。
ま
た
、
読
売
新
聞
「
読
者
眼
」
欄
（
読
者
に
よ
る
時
評
欄
）
に
寄
せ
ら
れ
た
菅
原
朝
臣
「
不
良
学
生
狩
り
」
は
、「
象
牙
の
塔
、
大
学
の
講
筵
を
あ
づ
か
る
学
者
の
検
挙
と
135
議
会
に
お
け
る
痛
烈
な
る
思
想
批
判
、
試
験
期
の
さ
中
め
ざ
し
て
行
は
れ
た
警
視
庁
の
不
良
学
生
狩
り
の
結
果
│
こ
の
最
近
の
二
つ
の
事
象
ほ
ど
、
現
在
に
お
け
る
学
者
と
学
生
の
、
も
つ
と
適
切
に
は
学
校
と
教
育
の
、
欠
陥
を
如
実
に
露
呈
し
た
も
の
は
な
い
。
…
…
学
生
な
0
0
0
る
が
ゆ
ゑ
に
徴
兵
0
0
0
0
0
0
0
、
服
役
の
義
務
を
延
期
ま
た
は
免
れ
て
ゐ
る
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
壮
年
の
学
生
が
、
た
と
へ
そ
の
一
部
に
も
し
ろ
、
試
験
期
を
よ
そ
に
盛
り
場
の
享
楽
機
関
に
蝟
集
し
て
、
警
察
の
ス
ト
ー
ム
を
喰
ふ
な
ど
、
そ
の
醜
態
は
言
語
道
断
だ
。
…
…
大
学
の
転
落
が
論
じ
ら
れ
、
文
部
省
無
用
論
が
叫
ば
れ
る
の
も
故
あ
る
か
な
だ
」
と
述
べ
て
い
る
（
読
売
二
・
一
九
）。
　
な
お
、
同
記
事
の
「
係
付
記
」
に
よ
る
と
、
ほ
か
に
不
良
狩
り
徹
底
論
二
名
、
検
束
慎
重
論
一
名
な
ど
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
二
月
二
三
日
「
読
者
眼
」
の
「
学
生
狩
り
緒
論
」
に
は
、
学
生
狩
り
批
判
、
学
生
へ
の
同
情
論
な
ど
四
名
の
意
見
が
掲
載
さ
れ
、
そ
の
他
に
、
不
当
干
渉
を
訴
え
た
者
四
、
学
生
へ
の
同
情
五
、
教
育
改
善
三
、
学
生
享
楽
機
関
撲
滅
二
、
サ
ボ
狩
り
賛
成
一
、
が
あ
っ
た
と
付
記
さ
れ
て
い
る
（
読
売
二
・
二
三
）。
　
と
こ
ろ
で
、
一
九
三
七
年
一
二
月
の
時
点
で
、
警
視
庁
は
「
文
教
刷
新
の
建
前
か
ら
帝
都
の
大
学
、
専
門
学
校
の
外
廊
か
ら
カ
フ
ェ
ー
、
バ
ー
、
撞
球
場
、
麻
雀
ク
ラ
ブ
等
の
享
楽
機
関
を
一
掃
す
る
こ
と
に
決
し
、
松
澤
保
安
部
長
、
田
中
保
安
課
長
が
案
を
練
つ
て
い
た
が
、
近
く
各
署
長
に
対
し
重
要
通
牒
を
発
す
る
と
と
も
に
文
部
省
に
対
し
学
校
当
局
が
従
来
の
自
由
主
義
的
学
生
の
監
督
方
針
を
一
擲
し
自
粛
す
る
や
う
適
法
を
講
ぜ
ら
れ
た
い
と
意
見
を
上
申
す
る
こ
と
に
な
つ
た
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
東
日
一
九
三
七
・
一
二
・
二
四
）。
娯
楽
・
遊
興
施
設
を
大
学
周
辺
（
三
百
メ
ー
ト
ル
以
内
）
か
ら
駆
逐
す
る
こ
と
は
、
法
規
の
面
か
ら
も
実
際
に
も
容
易
で
は
な
い
は
ず
だ
が
、
警
視
庁
の
こ
う
し
た
思
惑
を
背
景
に
し
て
、「
享
楽
機
関
」
を
一
掃
す
る
よ
り
も
前
に
「
不
良
学
生
狩
り
」
が
強
行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
　
な
お
、
二
月
の
大
量
検
挙
以
後
、「
不
良
学
生
狩
り
」
の
報
道
は
し
ば
ら
く
途
絶
え
て
い
た
が
、
四
月
二
八
日
朝
、
象
潟
署
が
「
抜
打
ち
的
に
第
二
次
不
良
学
生
狩
り
を
開
始
」
し
、
六
五
名
を
検
束
し
て
い
る
（
読
売
四
・
二
九
）。
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（
２
）
一
九
三
八
年
五
月
末
〜
六
月
の
学
生
狩
り
　
そ
の
後
、
五
月
三
一
日
朝
、
戸
塚
署
が
学
生
四
四
名
を
検
挙
し
た
。
う
ち
四
二
名
が
早
大
学
生
・
高
等
学
院
生
。
そ
の
ほ
か
に
「
ラ
イ
ス
カ
レ
ー
を
食
つ
て
ゐ
て
連
行
さ
れ
た
会
社
員
が
一
六
名
」
い
た
と
さ
れ
る
（
読
売
六
・
一
）。
ま
た
、
早
稲
田
署
で
は
、
六
月
三
日
午
前
九
時
を
期
し
て
管
内
の
喫
茶
店
、
麻
雀
屋
、
カ
フ
ェ
、
撞
球
所
を
一
斉
検
索
、
一
二
五
名
を
検
挙
、
夕
刻
ま
で
板
の
間
に
正
座
さ
せ
た
（
東
日
六
・
四
夕
刊
、
正
座
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
）。
さ
ら
に
、「
強
情
な
十
名
は
同
夜
は
留
置
」
さ
れ
た
（
東
日
六
・
四
）。
な
お
、
後
者
の
記
事
と
並
べ
て
、
早
慶
戦
の
前
夜
か
ら
神
宮
球
場
前
で
徹
夜
し
て
並
ん
で
い
る
学
生
た
ち
の
写
真
入
り
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
　
六
月
五
日
夜
に
は
、
本
郷
本
富
士
署
が
カ
フ
ェ
や
喫
茶
店
に
い
た
青
年
、
デ
ー
ト
中
の
男
女
な
ど
六
八
名
を
検
挙
、
演
武
場
に
収
容
し
て
署
長
が
説
諭
、
そ
の
う
ち
「
悪
性
の
も
の
」
二
二
名
は
留
置
。
神
田
万
世
橋
署
は
一
三
名
を
検
挙
。
両
署
検
挙
者
の
内
訳
は
大
学
生
、
中
学
生
、
店
員
、
職
工
、
女
給
な
ど
と
さ
れ
る
（
東
日
六
・
六
）。
　
な
お
、
二
月
の
「
不
良
狩
り
」「
不
良
学
生
狩
り
」
と
の
報
道
に
対
し
て
、
今
回
は
「
サ
ボ
学
生
」
に
対
す
る
「
学
生
狩
り
」
と
報
道
し
て
い
る
新
聞
記
事
が
目
立
つ
。
　
早
大
生
の
検
挙
に
つ
い
て
、
中
島
早
大
学
生
課
長
は
、「
大
体
私
共
は
か
う
し
た
学
生
狩
の
趣
旨
に
つ
い
て
は
は
じ
め
か
ら
大
賛
成
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
で
、
先
日
も
東
京
〔
の
〕
大
学
学
生
主
事
会
で
学
園
浄
化
の
申
合
せ
を
な
し
、
警
視
庁
へ
そ
の
旨
申
し
入
れ
た
ほ
ど
で
す
。
し
か
し
警
察
の
や
り
方
に
つ
い
て
今
回
は
果
た
し
て
遺
憾
が
な
か
つ
た
か
ど
う
か
…
…
学
生
を
呼
ん
で
様
子
を
聞
き
警
察
の
や
り
方
に
不
審
な
点
が
あ
つ
た
ら
、
適
当
の
手
段
を
講
ず
る
つ
も
り
で
す
」
と
述
べ
て
い
る
（
東
日
六
・
四
）。
　
学
生
狩
り
に
つ
い
て
、
五
月
末
に
文
部
大
臣
に
就
任
し
た
荒
木
貞
夫
は
、
師
範
学
校
長
会
議
で
の
訓
示
に
お
い
て
、「
被
検
挙
の
中
に
多
く
の
学
生
々
徒
が
あ
る
と
報
ぜ
ら
る
ゝ
る
こ
と
は
、
教
育
の
任
に
当
た
る
者
の
深
く
遺
憾
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
諸
君
は
他
の
取
締
権
の
発
動
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
自
ら
進
ん
で
そ
の
粛
正
の
措
置
を
な
し
…
…
」、「
教
育
の
貧
困
の
結
果
な
り
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
（
東
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朝
六
・
八
）。
こ
の
訓
示
に
つ
い
て
、
東
京
朝
日
新
聞
の
社
説
「
学
生
風
紀
取
締
と
新
文
相
」（
東
朝
六
・
九
）
は
、
荒
木
発
言
を
「
頗
る
時
宜
に
適
せ
る
も
の
」
と
し
た
う
え
で
、「
学
生
風
紀
問
題
に
関
し
て
最
近
学
校
当
局
の
取
る
態
度
は
、
多
少
長
い
も
の
に
巻
か
れ
ろ
式
の
投
げ
気
味
に
堕
し
、
警
察
官
憲
の
一
網
打
尽
的
な
「
学
生
狩
」
を
已
む
な
き
事
と
看
過
し
て
居
る
傾
向
が
あ
る
。
中
に
は
若
干
の
苦
情
批
判
を
試
み
る
者
な
い
で
は
な
い
が
、
そ
の
声
は
弱
く
、
寧
ろ
「
学
生
狩
」
の
脅
威
の
力
を
籍
つ
て
、
始
め
て
学
校
風
紀
維
持
の
責
任
を
果
た
し
得
る
が
如
く
心
得
る
他
力
本
位
の
も
の
も
少
な
く
な
い
の
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
　
九
日
に
は
、
早
大
政
経
学
部
二
年
の
学
生
六
名
が
警
視
庁
大
坪
刑
事
部
長
を
訪
問
し
、「
現
在
の
学
生
取
締
は
徒
に
学
生
を
萎
縮
せ
し
め
る
の
み
で
あ
る
か
ら
と
抗
議
」
し
（
東
朝
六
・
一
〇
）、
学
校
に
は
学
生
課
が
あ
り
学
生
の
言
動
の
取
締
に
当
た
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
学
生
課
と
連
絡
を
取
っ
て
取
締
り
を
し
て
も
ら
い
た
い
、
と
述
べ
て
い
る
（
東
日
六
・
一
〇
）。
そ
の
ほ
か
、
読
売
新
聞
の
「
読
者
眼
」
に
は
、
早
大
生
小
川
鉞
二
の
「
学
生
狩
へ
抗
議
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
読
売
六
・
一
二
）。
そ
の
中
で
或
る
教
授
が
、
第
一
時
限
の
授
業
を
休
講
に
し
た
の
で
学
生
一
〇
数
名
が
三
省
堂
の
二
階
に
行
き
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で
い
た
と
こ
ろ
を
引
っ
張
ら
れ
、
気
の
毒
な
こ
と
を
し
た
、
と
話
し
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
　
早
稲
田
大
学
新
聞
（
週
刊
）
に
よ
る
と
、
早
大
で
は
「
不
良
狩
り
」
に
対
し
て
賛
否
両
論
が
対
立
し
、
検
束
方
法
に
非
難
の
点
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
と
、
七
日
の
学
部
長
会
議
で
問
題
に
な
り
、
ま
た
九
日
に
は
新
聞
研
究
会
有
志
が
警
視
庁
へ
出
向
い
て
大
坪
刑
事
部
長
と
会
見
し
、
そ
の
真
意
を
打
診
し
て
い
る
。
翌
一
〇
日
政
経
三
年
の
学
生
大
会
で
は
、（
１
）
学
生
の
自
粛
、
自
治
的
統
制
、（
２
）
学
生
ク
ラ
ブ
設
立
促
進
又
は
学
生
ホ
ー
ル
改
善
、（
３
）
警
察
当
局
へ
の
不
法
行
為
に
対
す
る
質
疑
な
ど
を
満
場
一
致
で
可
決
。
一
三
日
に
は
政
経
二
年
学
生
大
会
が
開
か
れ
て
い
る
。な
お
、「
学
園
当
局
で
も
数
年
来
よ
り
早
稲
田
街
浄
化
を
警
視
庁
当
局
へ
具
申
し
て
居
り
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
又
学
生
ホ
ー
ル
改
善
等
に
関
し
て
も
留
意
し
て
ゐ
る
」
が
、
出
張
中
の
田
中
総
長
の
帰
京
を
待
っ
て
早
稲
田
署
と
懇
談
す
る
予
定
だ
と
報
道
さ
れ
て
い
る
（
早
大
六
・
一
五
）。
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一
五
日
に
予
定
さ
れ
た
早
大
と
警
察
の
懇
談
会
に
先
立
っ
て
行
わ
れ
た
、
早
稲
田
大
学
新
聞
記
者
と
早
稲
田
署
長
藤
田
次
郎
と
の
問
答
の
な
か
で
、
藤
田
は
、「
不
良
行
為
に
対
す
る
予
防
的
立
場
か
ら
取
り
締
つ
て
ゐ
る
の
で
あ
つ
て
警
察
権
の
発
動
か
ら
で
は
な
い
。
其
根
拠
は
現
代
の
大
学
生
が
国
家
社
会
の
客
観
的
情
勢
に
無
関
心
な
る
態
度
が
そ
の
行
動
に
み
ら
れ
、
時
局
認
識
に
対
す
る
関
心
を
深
く
持
つ
て
貰
ひ
度
い
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、「
朝
食
中
検
束
さ
れ
た
り
、
白
昼
公
然
と
大
学
生
を
ト
ラ
ツ
ク
に
詰
め
た
り
、
誓
約
書
を
書
か
せ
て
拇
印
を
捺
さ
せ
た
り
す
る
行
為
は
横
暴
と
思
ふ
が
？
」
と
の
問
に
対
し
て
、「
そ
ん
な
事
は
絶
対
に
無
い
」
と
答
え
て
い
るＪ
（
早
大
六
・
一
五
）。
　
六
月
一
五
日
に
は
、
早
大
当
局
（
幹
事
・
教
務
課
長
・
調
査
課
長
）
と
警
察
（
早
稲
田
・
戸
塚
両
署
長
）
の
懇
談
会
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
大
学
側
は
、「
今
回
の
警
察
の
処
置
に
対
し
て
は
十
分
感
謝
し
決
し
て
行
き
過
ぎ
と
は
思
つ
て
ゐ
な
い
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
。
一
層
学
生
の
自
粛
を
要
望
し
ま
た
勉
学
を
快
適
に
す
る
た
め
環
境
改
良
を
考
慮
中
で
あ
る
」
と
述
べ
、
警
察
側
は
、「
学
生
の
取
締
り
は
…
…
最
近
の
客
観
的
事
態
に
即
し
学
生
の
自
粛
を
求
め
る
意
味
で
行
つ
た
。
喫
茶
店
や
麻
雀
ク
ラ
ブ
に
入
り
浸
つ
て
ゐ
る
サ
ボ
学
生
が
問
題
で
、
そ
ば
杖
を
食
つ
た
人
達
に
は
気
の
毒
に
思
つ
て
ゐ
る
。
今
後
も
「
親
心
警
察
」
を
引
き
続
き
行
ふ
」
と
述
べ
て
い
る
（
東
日
六
・
一
六
）。
ま
た
、「
サ
ボ
学
生
の
取
0
0
0
0
0
0
締
り
は
社
会
風
潮
の
刷
新
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
、
指
導
教
化
の
点
か
ら
行
つ
て
ゐ
る
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
」
と
も
述
べ
て
い
る
（
東
朝
六
・
一
六
）。
　
一
方
、
六
月
一
六
日
、
政
経
・
文
・
法
・
商
・
理
工
五
学
部
の
学
生
代
表
一
九
名
が
集
合
し
て
「
学
生
代
表
委
員
会
」
を
開
催
、
五
時
間
に
わ
た
り
協
議
し
た
結
果
、「
早
稲
田
大
学
々
生
代
表
」
の
名
で
「
声
明
書
」
を
発
表
。
つ
い
で
一
七
日
に
は
、
大
学
の
大
塚
学
生
課
員
出
席
の
下
に
七
時
間
に
わ
た
る
協
議
の
結
果
、「
早
稲
田
大
学
々
生
委
員
一
同
」
の
名
で
「
全
早
大
学
生
諸
君
に
告
ぐ
！
」
を
発
表
し
た
。
両
者
は
、
早
稲
田
大
学
新
聞
『
号
外
』（
六
月
一
八
日
発
行
）
に
並
べ
て
掲
載
さ
れ
た
。
　
「
声
明
書
」
で
は
、「
二
月
以
降
所
謂
「
学
生
狩
り
」
な
る
名
称
の
下
に
屢
々
警
察
当
局
の
採
れ
る
行
動
は
如
何
に
社
会
認
識
を
総
合
す
る
も
又
現
行
法
の
如
何
な
る
解
釈
に
依
る
も
吾
等
は
何
等
の
妥
当
性
を
認
む
る
能
は
ざ
る
処
な
り
、
殊
に
該
検
挙
の
無
統
制
無
秩
序
は
徒
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に
学
生
の
反
抗
心
を
助
成
せ
し
め
た
る
の
み
な
ら
ず
、
大
学
生
々
活
に
対
す
る
社
会
一
般
の
曲
解
を
招
来
せ
し
め
た
り
、
…
…
関
係
当
局
に
徹
底
的
反
省
を
促
す
も
の
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
こ
れ
に
対
し
て
「
全
早
大
学
生
諸
君
に
告
ぐ
！
」
で
は
、「
実
に
数
回
に
亘
る
当
局
の
無
法
な
る
検
挙
に
も
拘
わ
ら
ず
、
社
会
一
般
は
、
学
生
に
対
し
寧
ろ
冷
視
す
る
の
み
な
ら
ず
、
大
学
学
生
々
活
を
曲
解
す
る
に
至
り
た
る
は
之
等
少
数
者
の
無
自
覚
な
る
私
的
行
動
に
よ
る
も
の
な
り
…
…
学
生
々
活
の
本
質
に
背
馳
せ
る
如
き
少
数
者
に
対
し
て
は
そ
の
猛
省
自
粛
を
要
求
し
…
…
」
と
、「
当
局
の
無
法
な
る
検
挙
」
を
指
摘
し
て
い
る
も
の
の
、「
学
生
々
活
の
本
質
に
背
馳
せ
る
如
き
少
数
者
」
に
「
猛
省
自
粛
を
要
求
」
す
る
こ
と
に
力
点
が
お
か
れ
て
い
るＫ
。
　
と
こ
ろ
が
、
六
月
一
七
日
、
早
稲
田
署
は
ま
た
し
て
も
早
大
生
に
対
す
る
学
生
狩
り
を
お
こ
な
っ
た
。
一
八
日
の
東
京
朝
日
新
聞
は
、
「
学
生
側
声
明
に
／
逆
襲
的
取
締
／
早
稲
田
署
に
又
四
十
名
」
と
の
見
出
し
を
つ
け
、
早
大
学
生
が
一
六
日
声
明
書
を
発
し
て
自
粛
自
戒
を
公
表
し
、
警
察
の
無
統
制
取
締
り
を
難
じ
た
の
に
対
し
、
早
稲
田
署
は
一
七
日
朝
九
時
、
喫
茶
店
、
撞
球
場
、
麻
雀
ク
ラ
ブ
を
襲
い
、
四
〇
余
名
の
学
生
を
発
見
、
検
挙
は
せ
ず
に
訓
戒
だ
け
で
釈
放
し
た
と
報
じ
て
い
る
（
東
朝
六
・
一
八
）。
こ
れ
に
対
し
て
、
早
大
学
生
委
員
会
は
「
あ
ま
り
に
挑
戦
的
な
処
置
だ
と
憤
激
し
」、
一
八
日
午
前
、
本
部
幹
事
室
で
田
中
総
長
に
会
見
し
て
設
備
改
善
や
検
挙
に
対
す
る
学
校
当
局
の
対
策
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
し
、続
い
て
午
後
、同
室
で
法
学
部
教
授
に
法
律
的
見
地
か
ら
の
意
見
を
質
し
た
と
こ
ろ
、「〔
警
察
〕
当
局
は
指
導
と
い
ふ
意
味
で
や
つ
て
ゐ
る
の
だ
と
思
ふ
」
と
語
り
、「
学
生
検
挙
は
妥
当
と
す
る
口
吻
を
示
し
、
学
生
委
員
会
側
を
落
胆
せ
し
め
た
」
と
伝
え
ら
れ
る
（
東
日
六
・
一
九
夕
刊
）。
　
な
お
、
読
売
新
聞
の
記
者
は
一
七
日
に
安
倍
総
監
を
訪
問
し
て
お
り
、
そ
の
時
の
や
り
と
り
を
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。「
一
斉
に
反
対
の
声
が
あ
が
つ
て
ゐ
ま
す
が
〝
学
生
狩
り
〞
は
ま
だ
続
き
ま
す
か
？
」
と
訊
い
た
ト
タ
ン
に
総
監
閣
下
は
「
学
生
狩
り
で
は
な
い
、
不
良
狩
り
だ
よ
」
と
嵐
の
性
質
を
明
白
に
し
た
、
十
七
日
午
後
サ
ボ
学
生
殲
滅
に
邁
進
し
た
主
人
公
は
総
監
室
で
毅
然
た
る
口
を
切
つ
た
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の
で
あ
る
。
／
「
や
る
サ
、
不
良
狩
り
の
方
針
は
依
然
と
し
て
変
り
な
い
、
た
ゞ
〝
学
生
狩
り
〞
と
い
ふ
変
な
言
葉
が
流
行
し
て
し
ま
つ
た
も
の
だ
か
ら
す
つ
か
り
誤
解
さ
れ
て
い
る
や
う
だ
が
…
…
」
（
読
売
六
・
一
八
）。
　
読
売
新
聞
は
続
い
て
、「
早
稲
田
の
学
生
の
反
撃
か
ら
や
う
や
く
重
大
化
し
た
都
下
不
良
学
生
の
取
締
り
に
つ
き
警
視
庁
で
も
都
下
〝
不
良
狩
り
〞
方
針
の
再
検
討
を
迫
ら
れ
」、
一
八
日
緊
急
会
議
を
開
催
、「
飽
く
ま
で
独
自
の
立
場
か
ら
時
局
に
副
ふ
取
締
り
を
断
行
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
、
学
生
の
自
粛
徹
底
に
驀
進
す
る
方
針
を
一
決
」
し
、
安
倍
総
監
は
文
部
・
内
務
両
省
を
訪
問
し
、
経
緯
と
今
後
の
取
締
態
度
等
に
つ
き
報
告
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
報
じ
て
い
る
（
読
売
六
・
一
九
）。
　
一
方
、
文
部
省
で
は
、
一
七
日
に
到
達
し
た
警
保
局
か
ら
の
検
挙
報
告
を
子
細
に
検
討
し
た
う
え
で
、
近
く
内
務
当
局
と
懇
談
し
、「
行
き
す
ぎ
た
風
紀
警
察
に
対
し
抗
議
す
る
事
と
な
つ
た
」（
東
朝
六
・
一
八
）、「
内
務
省
、
警
視
庁
等
の
外
部
的
圧
力
に
よ
る
学
生
粛
正
に
頼
ら
ず
」
文
部
省
自
身
が
当
た
り
、
被
検
挙
者
が
多
い
私
大
・
専
門
学
校
の
学
生
生
徒
主
事
会
議
を
開
い
て
意
見
を
聴
取
し
、
具
体
的
粛
正
方
針
を
指
示
す
る
こ
と
と
な
っ
た
、
な
ど
と
報
じ
ら
れ
た
（
東
日
六
・
二
一
夕
刊
）。
　
文
部
省
の
態
度
に
対
し
て
、
読
売
新
聞
は
六
月
一
八
日
の
社
説
「
文
部
当
局
の
三
猿
主
義
を
戒
む
」
で
、
次
の
よ
う
に
論
じ
た
。
二
月
の
検
挙
は
不
良
狩
り
を
目
的
と
し
て
い
た
が
、
今
回
は
「
警
察
の
手
に
よ
り
学
生
の
怠
惰
不
勉
強
を
矯
正
し
よ
う
と
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
…
…
警
察
の
や
り
方
が
行
過
ぎ
で
あ
る
と
思
は
れ
る
一
方
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
文
部
当
局
の
怠
慢
ぶ
り
は
、
又
何
と
し
た
こ
と
で
あ
る
か
。
…
…
「
成
行
き
を
注
視
し
て
ゐ
る
」
と
い
ふ
だ
け
で
す
ま
し
て
ゐ
て
よ
い
の
で
あ
る
か
」
と
。
　
文
部
省
の
「
抗
議
」
と
は
い
う
も
の
の
、
右
の
記
事
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
文
部
省
の
無
為
・「
怠
慢
」
は
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
の
点
を
批
判
さ
れ
た
た
め
の
「
抗
議
」
だ
と
思
わ
れ
る
。
　
早
稲
田
大
学
で
は
、
各
学
部
連
合
委
員
の
代
表
一
一
名
が
六
月
一
八
日
午
前
、
田
中
穂
積
総
長
を
総
長
室
に
訪
れ
会
談
し
た
が
、
以
下
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は
そ
の
一
問
一
答
の
一
部
で
あ
る
（
東
朝
六
・
一
九
）。
問　
根
本
的
な
こ
と
は
大
学
当
局
の
訓
育
の
不
徹
底
な
結
果
だ
と
文
部
省
は
言
ひ
、
校
友
は
安
部
さ
ん
（
磯
雄
氏
）
が
居
ら
れ
た
な
ら
ば
と
言
つ
て
ゐ
るＬ
総
長　
そ
れ
は
ど
う
い
ふ
意
味
か
ね
、
事
変
以
来
僕
は
七
回
の
講
演
会
で
学
生
に
時
局
認
識
を
訴
へ
、
学
校
当
局
も
大
い
に
努
力
は
し
て
ゐ
る
…
…
問　
善
良
な
学
生
が
絶
え
ず
検
挙
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
学
校
当
局
は
抗
議
し
な
い
の
で
す
か
総
長　
警
察
当
局
は
事
を
好
ん
で
や
つ
た
と
は
思
は
れ
ぬ
が
、
善
良
な
学
生
の
検
挙
は
真
に
遺
憾
だ
、
然
し
二
日
も
三
日
も
留
置
し
た
と
い
ふ
の
で
は
な
い
、
ま
た
事
情
も
詳
細
に
判
ら
ん
の
だ
か
ら
、
今
の
と
こ
ろ
学
校
か
ら
ど
う
と
い
ふ
こ
と
は
な
い
　
そ
の
後
の
早
稲
田
大
学
新
聞
に
は
、
新
居
格
の
「
学
生
取
締
り
問
題
の
根
本
策
」（
早
大
六
・
二
二
）
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
新
居
は
、
バ
ー
、
カ
フ
ェ
、
新
興
喫
茶
店
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
へ
の
学
生
の
入
場
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
喫
茶
店
、
撞
球
場
、
麻
雀
ク
ラ
ブ
へ
の
入
場
が
取
り
締
ま
ら
れ
た
の
に
対
し
て
、
そ
れ
を
規
制
す
る
規
則
上
の
根
拠
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
学
校
当
局
は
、「
指
導
監
督
権
を
警
察
当
局
に
一
部
委
譲
し
た
そ
の
無
気
力
に
つ
い
て
」「
最
も
反
省
を
要
し
は
し
な
い
か
」
と
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
三
木
清
「
学
生
狩
り
論
争
」（
読
売
六
・
二
二
夕
刊
）
は
、「
学
生
の
行
動
に
や
た
ら
に
干
渉
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
あ
の
思
想
事
件
の
頻
発
以
来
、
警
察
に
お
い
て
馴
致
さ
れ
た
風
潮
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
学
校
当
局
は
、
そ
の
頃
黙
過
し
て
来
た
の
み
で
な
く
、
自
己
自
身
も
次
第
に
警
察
化
し
た
の
で
あ
る
。
教
育
の
警
察
化
0
0
0
0
0
0
は
今
日
に
至
る
ま
で
存
続
し
て
ゐ
る
傾
向
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
我
が
国
の
教
育
は
甚
だ
し
く
正
常
性
を
失
つ
て
ゐ
る
」
と
指
摘
し
、
東
京
朝
日
新
聞
社
説
「
要
は
学
生
の
た
め
に
」（
東
朝
六
・
二
二
）
は
、「
い
や
し
く
も
「
検
挙
0
0
」
が
無
統
制
0
0
0
0
で
あ
り
0
0
0
、
非
常
識
で
あ
る
0
0
0
0
0
0
ご
と
き
印
象
を
与
へ
て
は
な
る
ま
い
。
況
ん
や
こ
れ
を
事
実
と
し
て
学
生
に
体
験
せ
し
め
る
や
う
な
も
の
で
あ
つ
て
は
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
」
と
論
じ
て
い
る
。
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右
の
記
事
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
一
部
の
メ
デ
ィ
ア
と
評
論
家
は
、
警
察
の
や
り
方
の
不
当
・
不
法
性
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
大
学
当
局
の
警
察
へ
の
依
存
的
・
追
随
的
姿
勢
に
批
判
的
だ
っ
た
。
　
以
上
の
よ
う
な
情
勢
の
な
か
で
、
早
稲
田
大
学
の
各
学
部
代
表
を
も
っ
て
組
織
す
る
学
生
委
員
会
委
員
と
安
倍
警
視
総
監
と
の
会
見
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
瀬
踏
み
の
た
め
、
二
〇
日
正
午
政
経
科
と
文
科
の
二
委
員
が
警
視
庁
を
訪
れ
た
が
、
学
生
側
か
ら
発
表
さ
れ
た
自
粛
声
明
に
機
嫌
を
悪
く
し
た
安
倍
総
監
は
会
見
を
拒
否
し
、「
こ
ち
ら
の
や
る
事
を
曲
解
し
て
騒
ぎ
ま
は
つ
た
あ
げ
く
、
片
腹
ど
こ
ろ
か
両
腹
痛
い
声
明
書
み
た
い
な
も
の
ま
で
発
表
し
て
宣
伝
す
る
な
ど
と
は
純
真
な
る
べ
き
学
生
と
し
て
は
少
し
行
き
す
ぎ
た
態
度
で
は
な
い
か
」
と
語
っ
た
（
読
売
六
・
二
一
第
二
夕
刊
）。
二
人
が
安
倍
総
監
に
会
見
を
断
ら
れ
た
あ
と
、
早
大
生
代
表
一
三
名
が
同
日
午
後
四
時
、
再
び
警
視
庁
を
訪
れ
総
監
室
に
押
し
か
け
た
が
「
秘
書
に
撃
退
さ
れ
」、
や
む
な
く
刑
事
・
保
安
両
部
長
に
会
見
し
た
。
　
学
生
代
表
は
「
一
、
学
園
街
の
喫
茶
店
は
わ
れ
〳
〵
一
万
八
千
人
学
生
の
憩
ひ
の
場
で
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
学
生
自
身
の
手
で
適
当
な
取
締
り
を
さ
せ
て
貰
へ
な
い
か　
二
、教
化
、指
導
等
の
意
味
の
検
挙
な
ら
一
応
学
校
当
局
と
連
絡
を
と
ら
れ
た
い　
三
、今
後
わ
れ
〳
〵
学
生
を
尊
重
し
て
人
格
を
蹂
躙
し
な
い
や
う　
四
、
も
し
喫
茶
店
が
不
良
の
温
床
と
で
も
い
ふ
の
な
ら
学
園
街
か
ら
駆
逐
し
て
貰
ひ
た
い
／
等
々
の
希
望
を
交
々
述
べ
た
が
、
両
部
長
は
一
々
検
挙
当
時
の
例
を
あ
げ
て
学
生
の
無
自
覚
を
指
摘
、
何
の
応
答
も
与
へ
ず
、
要
す
る
に
学
生
自
身
の
自
粛
自
戒
を
要
求
し
て
「
今
後
も
不
良
と
し
て
の
取
締
り
は
断
じ
て
ゆ
る
め
な
い
」
と
の
結
論
に
ま
で
行
き
、
午
後
六
時
代
表
連
は
「
ま
た
ち
よ
い
〳
〵
来
ま
す
」
の
言
葉
を
後
に
引
き
あ
げ
た
」
と
い
う
（
読
売
六
・
二
一
）。
　
と
こ
ろ
が
翌
二
一
日
、
早
大
連
合
学
部
委
員
会
（
早
大
学
生
委
員
会
）
は
「
今
後
の
自
粛
自
戒
を
誓
つ
て
解
散
」
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
（
東
朝
六
・
二
二
）。
こ
れ
は
「
学
校
当
局
の
自
粛
政
策
」
に
も
と
づ
く
も
の
で
、「
今
後
は
こ
の
問
題
に
関
す
る
外
部
と
の
交
渉
を
一
切
中
止
し
て
専
ら
自
粛
に
努
め
る
や
う
申
合
せ
を
行
つ
た
」
か
ら
だ
と
い
う
（
東
日
六
・
二
三
）。
ま
た
「
田
中
総
長
は
今
回
の
事
件
を
頗
る
遺
憾
と
し
、
来
る
二
十
九
日
…
…
事
変
一
周
年
記
念
講
演
会
に
お
い
て
…
…
学
生
の
自
粛
自
戒
を
促
す
事
と
な
つ
た
」
と
さ
れ
る
（
東
朝
六
・
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二
二
）。
　
な
お
、
早
大
の
六
月
二
二
日
付
の
「
学
部
長
附
属
学
校
長
会
議
事
録
」
に
よ
る
と
、「
喫
茶
店
等
ニ
於
ケ
ル
学
生
検
挙
ニ
関
ス
ル
件
」
に
つ
い
て
総
長
よ
り
委
細
報
告
が
あ
り
、「
１ 
学
生
ノ
自
粛
自
戒
ニ
ツ
キ
更
ニ
各
部
附
属
学
校
ニ
於
テ
一
層
徹
底
セ
シ
ム
ル
ヤ
ウ
努
ム
ル
コ
ト　
２ 
今
後
ハ
各
ク
ラ
ス
ニ
於
テ
学
生
ヲ
シ
テ
夫
々
一
層
相
警
シ
ム
ル
方
針
ヲ
ト
ル
コ
ト
」
と
さ
れ
、「
検
挙
学
生
ニ
関
ス
ル
件
」
に
つ
い
て
は
、「
検
挙
学
生
ハ
速
カ
ニ
之
ヲ
処
分
ス
ル
コ
ト
」
と
記
さ
れ
て
い
るＭ
。
　
六
月
二
九
日
、
田
中
総
長
は
「
支
那
事
変
一
周
年
を
迎
へ
て
」
と
題
し
た
講
演
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
今
、
此
の
建
国
以
来
未
だ
曾
て
無
い
非
常
時
に
際
会
し
て
、
畏
れ
多
く
も
宮
殿
下
す
ら
日
の
丸
の
ご
飯
を
召
上
つ
て
、
露
営
に
眠
る
皇
軍
将
兵
の
辛
苦
に
御
同
情
を
垂
れ
さ
せ
給
ふ
此
時
に
、
彼
の
支
那
の
蒋
介
石
す
ら
、
新
生
活
運
動
に
於
て
、
亡
国
的
の
遊
戯
と
し
て
絶
対
に
禁
止
し
た
麻
雀
な
ど
に
耽
溺
し
て
学
業
を
放
擲
す
る
や
う
な
不
心
得
の
青
年
や
、
或
は
又
遊
惰
安
逸
に
酔
生
夢
死
の
生
活
を
す
る
や
う
な
間
違
つ
た
学
徒
が
あ
り
と
す
れ
ば
、
…
…
大
隈
老
侯
の
地
下
の
英
霊
は
定
め
し
悲
憤
の
涙
を
濺
が
れ
る
こ
と
で
あ
ら
うＮ
…
…
　
六
月
二
〇
日
前
後
に
は
、
戸
塚
署
・
早
稲
田
署
以
外
で
も
学
生
狩
り
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
列
挙
す
る
と
、
以
下
の
と
お
り
。
六
月
一
八
日
、
神
田
錦
町
署
は
午
前
中
に
麻
雀
屋
、
玉
突
屋
に
い
た
「
サ
ボ
学
生
」
二
八
名
を
連
行
、
さ
ら
に
午
後
一
六
名
を
検
束
（
東
日
六
・
一
九
）。
一
九
日
、
上
野
署
は
午
後
五
時
か
ら
一
一
時
ま
で
に
、
上
野
公
園
、
不
忍
池
、
カ
フ
ェ
、
喫
茶
店
で
約
百
名
の
「
不
良
狩
り
」
を
実
施
（
東
日
六
・
二
〇
）。
二
〇
日
、
丸
ノ
内
署
は
劇
場
、
日
比
谷
公
園
な
ど
に
い
た
大
学
生
五
人
、
専
門
学
校
生
八
人
、
中
学
生
四
人
、
小
僧
二
人
、
偽
学
生
三
人
、
女
学
生
二
人
、
計
二
四
名
を
検
挙
（
読
売
六
・
二
一
）。
二
一
日
、
築
地
・
京
橋
両
署
は
銀
座
八
丁
の
学
生
取
締
り
を
お
こ
な
い
、
夕
方
ま
で
に
一
三
〇
余
名
を
両
署
に
引
致
し
、
約
八
〇
名
は
夕
刻
釈
放
、「
同
伴
外
出
の
嫌
疑
の
下
に
職
業
婦
人
を
連
れ
た
若
き
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
も
こ
の
「
狩
り
」
に
引
つ
か
ゝ
つ
た
」
と
い
う
（
東
朝
六
・
二
二
）。
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な
お
、
六
月
二
一
日
、
西
神
田
署
で
取
締
り
当
局
と
管
内
五
大
学
・
専
門
学
校
（
日
本
・
中
央
・
明
治
・
専
修
・
日
本
歯
科
医
専
）
生
徒
監
主
事
と
の
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。「
学
校
側
は
わ
ず
か
に
明
大
田
中
主
事
が
「
純
喫
茶
の
程
度
な
ら
見
逃
し
て
欲
し
い
」
と
取
締
り
の
緩
和
を
ち
ょ
ツ
ぴ
り
要
求
し
た
の
み
で
、
大
半
は
一
層
の
積
極
的
取
締
を
要
望
」
し
た
と
さ
れ
る
（
東
朝
六
・
二
二
）。
　
そ
の
後
、
学
生
狩
り
は
「
休
戦
」
状
態
に
あ
っ
た
が
、
六
月
三
〇
日
に
「
又
早
大
生
狩
り
」
と
報
じ
ら
れ
た
。
戸
塚
・
早
稲
田
両
署
は
喫
茶
店
、
麻
雀
ク
ラ
ブ
、
撞
球
場
を
襲
っ
て
、
戸
塚
署
が
一
九
名
、
早
稲
田
署
が
六
三
名
を
連
行
し
て
い
る
（
東
朝
七
・
一
夕
刊
）。
な
お
、
後
に
「
学
生
狩
り
の
論
功
行
賞
／
藤
田
早
稲
田
署
長
／
愛
宕
へ
栄
転
」（
読
売
八
・
一
六
夕
刊
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
で
、
内
務
省
警
保
局
は
戦
時
下
の
風
紀
取
締
の
基
準
と
し
て
、「
一
、
風
俗
営
業
に
対
し
徒
に
警
察
力
を
以
て
制
圧
す
る
や
う
な
態
度
に
出
な
い
こ
と
、
二
、
学
校
並
に
教
化
団
体
等
と
協
力
し
風
紀
粛
正
に
努
め
る
こ
と
、
三
、
営
業
者
の
自
粛
自
戒
を
喚
起
す
る
こ
と
」
を
決
定
し
、
近
く
全
国
道
府
県
に
通
牒
す
る
こ
と
に
な
っ
た
、
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
東
朝
一
九
三
八
・
六
・
三
夕
刊
）。
　
こ
の
件
に
関
す
る
読
売
新
聞
の
報
道
（
読
売
六
・
三
夕
刊
）
お
よ
び
権
田
保
之
助
の
評
論
（「
娯
楽
界
漫
評
」『
雄
弁
』
一
九
三
八
年
八
月
）
に
よ
る
と
、
風
俗
取
締
り
は
道
府
県
に
よ
っ
て
寛
厳
ま
ち
ま
ち
で
、
警
視
庁
の
取
締
り
が
突
出
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
内
務
省
は
上
記
の
よ
う
な
統
一
的
方
針
を
決
定
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
決
定
が
全
国
道
府
県
に
い
つ
通
牒
さ
れ
た
か
は
不
明
で
あ
り
、
前
述
の
よ
う
に
、
警
視
庁
は
「
独
自
の
立
場
0
0
0
0
0
」
か
ら
「
取
締
り
を
断
行
」
し
（
読
売
六
・
一
九
）、
早
稲
田
署
・
戸
塚
署
を
は
じ
め
と
し
て
し
ば
し
ば
学
生
狩
り
を
お
こ
な
っ
た
が
、
六
月
い
っ
ぱ
い
で
ほ
ぼ
終
息
し
た
。
　
な
お
、
そ
の
後
七
月
二
九
日
の
閣
議
で
は
、
荒
木
文
相
を
中
心
に
、
末
次
内
相
、
有
馬
農
相
、
中
島
鉄
相
、
永
井
逓
相
ら
の
発
言
中
、
「
徴
兵
猶
予
を
取
り
上
げ
る
の
も
一
策
だ
」
と
の
発
言
が
あ
っ
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
るＯ
（
東
日
七
・
三
〇
）。
　
以
上
の
よ
う
に
、
二
月
の
一
斉
大
量
検
挙
に
続
い
て
、「
学
生
狩
り
」
は
早
稲
田
の
学
生
を
中
心
に
し
て
五
月
三
一
か
ら
六
月
三
〇
日
145
ま
で
一
ヵ
月
に
及
ん
だ
。
以
後
、「
不
良
狩
り
」・「
学
生
狩
り
」
に
関
す
る
報
道
は
た
ま
に
み
ら
れ
る
も
の
の
、
一
九
四
〇
年
中
ご
ろ
が
最
後
で
あ
る
。
そ
し
て
「
学
生
狩
り
」
に
替
わ
っ
て
、「
不
良
狩
り
」
の
対
象
は
軍
需
産
業
な
ど
殷
賑
産
業
に
働
く
青
少
年
工
に
移
っ
たＰ
。
お
わ
り
に
　
日
中
戦
争
下
の
国
民
総
動
員
の
時
代
に
お
い
て
、〝
働
か
な
い
〞
学
生
、
な
か
で
も
授
業
を
〝
サ
ボ
っ
て
い
る
〞
学
生
に
対
す
る
風
当
た
り
が
強
ま
る
な
か
で
、
警
視
庁
は
「
現
下
の
非
常
時
局
を
認
識
せ
ず
学
業
を
放
擲
し
て
不
良
の
行
為
に
耽
る
者
が
少
く
な
い
」（
東
朝
一
九
三
八
・
二
・
一
六
）
と
し
て
、「
サ
ボ
学
生
」
を
「
不
良
」
と
み
な
し
て
「
学
生
狩
り
」
を
強
行
し
た
が
、
そ
こ
に
は
、
日
中
戦
争
開
始
後
し
ば
ら
く
続
い
た
戦
時
の
緊
張
に
と
も
な
う
自
粛
が
解
け
て
、
一
九
三
七
年
末
ご
ろ
か
ら
緩
ん
で
き
た
一
般
市
民
へ
の
時
局
的
緊
張
を
促
す
、
と
い
う
ね
ら
い
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
、
学
生
を
槍
玉
に
上
げ
る
警
察
の
不
当
・
不
法
な
や
り
方
に
対
し
て
、
早
大
学
生
代
表
は
抗
議
声
明
を
出
し
、
く
り
返
し
警
視
庁
に
抗
議
に
出
か
け
て
い
る
。
一
方
、「
早
稲
田
街
浄
化
」
を
企
図
し
て
い
た
早
大
当
局
は
、
警
察
に
対
し
て
終
始
依
存
的
・
追
随
的
で
あ
り
、
学
生
の
抗
議
行
動
を
抑
え
統
制
す
る
こ
と
に
腐
心
し
た
。
　
「
学
生
狩
り
」
が
お
こ
な
わ
れ
た
一
九
三
八
年
六
月
、
文
部
省
は
学
生
・
生
徒
に
集
団
的
勤
労
作
業
を
義
務
づ
け
た
が
、
こ
れ
は
「
実
践
的
精
神
教
育
実
施
の
一
方
法
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
中
等
・
高
等
諸
学
校
で
は
夏
期
休
業
中
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
三
九
年
三
月
か
ら
は
休
業
時
だ
け
で
な
く
随
時
お
こ
な
い
、
正
課
に
準
じ
て
取
り
扱
う
こ
と
を
指
示
し
た
。
ま
た
、
文
部
省
教
学
局
は
一
九
三
八
年
九
月
、
戦
時
学
生
生
活
刷
新
の
た
め
の
対
策
資
料
と
し
て
、
全
国
一
二
〇
校
、
七
万
人
を
対
象
と
す
る
学
生
生
活
調
査
の
実
施
を
決
定
し
（
読
売
九
・
二
一
）、
一
一
月
に
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
一
九
三
九
年
六
月
に
は
、
国
民
精
神
総
動
員
委
員
会
が
女
性
の
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
・
ウ
ェ
ー
ブ
と
と
も
に
学
生
の
長
髪
を
禁
止
、
一
九
四
〇
年
一
月
に
は
文
部
省
が
学
生
に
禁
酒
を
通
達
、
同
年
八
月
に
は
学
生
生
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徒
の
映
画
館
へ
の
平
日
入
場
禁
止
、
カ
フ
ェ
・
バ
ー
・
遊
技
場
へ
の
出
入
禁
止
・
制
限
を
通
達
し
て
お
り
、
警
察
は
同
年
一
〇
月
末
日
を
も
っ
て
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
閉
鎖
し
た
。
こ
う
し
て
、
新
体
制
期
に
か
け
て
の
時
期
に
、
学
生
風
俗
の
取
締
り
を
は
じ
め
と
す
る
風
俗
の
統
制
は
一
段
と
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
たＱ
。
　
言
論
・
思
想
弾
圧
や
文
化
活
動
の
抑
圧
は
、
青
年
・
学
生
を
趣
味
・
娯
楽
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
私
的
自
由
の
享
受
へ
と
傾
斜
さ
せ
た
が
、
日
中
戦
争
期
に
は
そ
う
し
た
私
的
自
由
の
享
受
が
「
享
楽
的
」
と
し
て
風
俗
取
締
り
の
対
象
と
な
り
、
さ
ら
に
封
殺
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
※　
本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
二
四
日
に
開
催
さ
れ
た
早
稲
田
大
学
教
員
組
合
・
早
稲
田
大
学
職
員
組
合
主
催
の
公
開
学
集
会
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
と
早
稲
田
大
学
」（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
に
お
け
る
報
告
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
註（
１
） 
戸
坂
潤
「
思
想
と
風
俗
」（『
戸
坂
潤
全
集
』
第
四
巻
、
勁
草
書
房
、
一
九
六
六
年
。
原
著
『
思
想
と
風
俗
』
は
一
九
三
六
年
刊
）
参
照
。
（
２
） 
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
三
巻
（
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
一
九
八
七
年
）
に
は
、
二
月
の
「
学
生
狩
り
」
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
後
の
早
大
生
に
対
す
る
学
生
狩
り
と
そ
れ
に
対
す
る
学
生
の
動
き
が
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
大
学
当
局
の
対
応
に
つ
い
て
の
検
討
は
乏
し
い
。
ま
た
、『
昭
和
二
万
日
の
全
記
録
』
第
５
巻
（
講
談
社
、
一
九
八
九
年
）
に
は
、
早
大
お
よ
び
早
大
生
の
動
き
が
、
見
開
き
で
簡
潔
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
稿
の
発
想
の
基
に
な
っ
た
の
は
、
北
河
賢
三
「
一
九
三
〇
年
代
の
学
生
生
活
│
風
俗
と
読
書
を
中
心
に
│
」（『
史
観
』
一
九
八
六
年
三
月
）
で
あ
り
、
同
論
文
と
一
部
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
（
３
） 
菊
川
忠
雄
『
学
生
社
会
運
動
史
』（
海
口
書
店
、
一
九
四
七
年
）、
住
谷
悦
治
・
高
桑
末
秀
・
小
倉
襄
二
『
日
本
学
生
社
会
運
動
史
』（
同
志
社
大
学
出
版
部
、
一
九
五
三
年
）。
稲
岡
進
・
絲
屋
寿
雄
『
日
本
の
学
生
運
動
』（
青
木
書
店
、
一
九
六
一
年
）
に
よ
る
と
、
大
学
・
高
校
・
専
門
学
校
・
中
学
な
ど
の
「
学
校
騒
動
」
件
数
は
、
一
九
二
七
年
一
三
、
二
八
年
七
五
、
二
九
年
一
一
七
、
三
〇
年
二
二
三
、
三
一
年
三
九
五
、
三
二
年
三
〇
八
、
と
推
移
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｈ
・
ス
ミ
ス
著
／
松
尾
尊
兊
・
森
史
子
訳
『
新
人
会
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
八
年
）
に
よ
る
と
、「
学
校
騒
動
」
の
主
な
原
因
は
、
左
翼
学
生
の
弾
圧
の
ほ
か
に
、（
一
）
学
友
会
の
自
主
化
・
民
主
化
、（
二
）
授
業
料
・
学
友
会
費
・
食
堂
の
値
段
な
ど
諸
負
担
147
の
軽
減
な
い
し
廃
止
、（
三
）
無
能
教
授
の
追
放
・
授
業
内
容
の
改
善
、（
四
）
寮
・
食
堂
に
お
け
る
学
生
自
主
管
理
の
拡
大
、
の
要
求
で
あ
っ
た
。
（
４
） 
藤
嶋
利
郎
『
最
近
に
於
け
る
右
翼
学
生
運
動
に
付
て
』
司
法
省
刑
事
局
、
一
九
四
〇
年
。
（
５
） 
遠
山
茂
樹
「
一
九
三
〇
年
代
と
社
会
科
学
」『
歴
史
評
論
』
一
九
八
三
年
五
月
。
同
年
代
の
丸
山
眞
男
や
家
永
三
郎
も
、
同
様
に
一
九
三
三
〜
三
四
年
の
変
化
を
指
摘
し
て
い
る
（
古
在
由
重
・
丸
山
眞
男
「
一
哲
学
徒
の
苦
難
の
道
」『
昭
和
思
想
史
へ
の
証
言
』
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
、
家
永
三
郎
『
一
歴
史
学
者
の
歩
み
』
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
〇
三
年
）。
な
お
、
学
生
運
動
の
退
潮
は
、
一
九
三
三
・
三
四
年
の
東
大
学
生
運
動
を
回
顧
し
た
『
帝
国
大
学
新
聞
』
一
九
三
四
年
一
月
一
日
、
一
九
三
五
年
一
月
一
日
の
記
事
や
、
滝
川
事
件
東
大
編
集
委
員
会
編
『
私
た
ち
の
滝
川
事
件
』（
新
潮
社
、
一
九
八
五
年
）
な
ど
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
（
６
） 
高
桑
末
秀
『
日
本
学
生
社
会
運
動
史
』（
青
木
書
店
、
一
九
五
五
年
）、
郡
定
也
「
京
都
学
生
文
化
運
動
の
問
題
│
『
学
生
評
論
』
の
場
合
│
」（
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
『
戦
時
下
抵
抗
の
研
究
Ⅰ
』
み
す
ず
書
房
、
一
九
六
八
年
）、
二
六
会
編
『
滝
川
事
件
以
後
の
京
大
の
学
生
運
動　
第
一
集　
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
人
民
戦
線
の
時
代
の
記
録
』（
西
田
書
店
、
一
九
八
八
年
）、
大
橋
周
治
・
須
田
四
郎
共
編
『
戦
時
下
学
生
の
抵
抗
運
動
│
東
大
を
中
心
と
し
た
│
』（
ウ
ニ
タ
書
舗
、
一
九
九
二
年
）。
（
７
） 
「
学
園
に
於
け
る
学
生
課
的
支
配
」『
学
生
評
論
』
第
一
巻
第
二
号
、
一
九
三
六
年
六
月
。
文
化
活
動
の
抑
圧
に
つ
い
て
は
、『
帝
国
大
学
新
聞
』
の
記
事
お
よ
び
中
田
二
郎
「
三
六
年
度
に
於
け
る
学
生
の
動
向
と
そ
の
展
望
」（『
学
生
評
論
』
第
一
巻
第
六
号
、
一
九
三
七
年
一
月
）
に
拠
る
。
（
８
） 
古
在
由
重
「
現
代
学
生
に
つ
い
て
の
感
想
」『
工
業
大
学
蔵
前
新
聞
』
一
九
三
二
年
一
一
月
一
五
日
（『
古
在
由
重
著
作
集
』
第
六
巻
、
勁
草
書
房
、
一
九
六
七
年
、
よ
り
引
用
）。
な
お
古
在
は
、「
わ
れ
わ
れ
は
、
一
方
に
お
け
る
思
想
の
欠
乏
な
ら
び
に
教
養
の
低
下
と
い
う
現
象
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
学
生
大
衆
に
潜
在
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
社
会
的
批
判
の
力
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
、
学
生
の
批
判
力
の
可
能
性
に
眼
を
向
け
て
い
る
。
（
９
） 
河
合
栄
治
郎
「
教
育
者
に
寄
す
る
の
言
」『
改
造
』
一
九
三
七
年
一
月
。
（
10
） 
大
内
兵
衛
「
当
代
学
生
々
活
の
一
断
面
」（『
改
造
』
一
九
三
五
年
八
月
）
や
大
森
義
太
郎
「
彷
徨
す
る
現
代
学
生
群
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
五
年
一
〇
月
）
が
代
表
的
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、『
文
藝
』
一
九
三
七
年
六
月
号
の
萩
原
朔
太
郎
、
阿
部
知
二
、
中
島
健
蔵
、
三
木
清
、
戸
坂
潤
に
よ
る
座
談
会
「
読
書
と
教
養
の
た
め
に
」
で
は
、
青
年
・
学
生
に
お
い
て
受
動
性
な
い
し
自
主
性
の
欠
如
が
著
し
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
（
11
） 
柳
一
郎
「
所
謂
「
学
生
論
」
と
我
々
の
立
場
」（『
図
書
評
論
』
東
京
学
生
消
費
組
合
図
書
部
、
一
九
三
七
年
五
月
）、
富
山
高
校
映
画
研
究
会
『
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
』
第
一
六
輯
「
映
画
と
学
生
」
特
集
、
一
九
三
七
年
二
月
（『
旧
制
富
山
高
等
学
校
思
想
文
化
運
動
史
』
新
興
148
出
版
社
、
一
九
八
三
年
、
に
拠
る
）。
（
12
） 
戸
坂
潤
「
現
代
学
生
論
の
諸
要
点
」、
三
木
清
「
学
生
に
就
て
」（
三
木
清
編
『
現
代
学
生
論
』
矢
の
倉
書
店
、
一
九
三
七
年
）。
（
13
） 
一
九
三
八
年
一
一
月
に
大
学
・
高
校
・
専
門
学
校
な
ど
一
二
八
校
、
六
万
三
千
人
を
対
象
に
実
施
さ
れ
た
「
生
活
調
査
」
に
よ
る
と
、「
趣
味
娯
楽
」
は
、
映
画
、
読
書
、
音
楽
、
写
真
の
順
で
あ
る
（
文
部
省
教
学
局
『
学
生
生
徒
生
活
調
査
』
刊
行
年
不
明
）。
ま
た
、
一
九
三
四
年
一
一
月
に
実
施
さ
れ
た
東
大
の
学
生
生
活
調
査
の
う
ち
、「
一
週
間
に
一
回
以
上
出
入
り
す
る
社
交
機
関
」
に
つ
い
て
の
回
答
は
、
総
数
五
四
〇
二
人
の
う
ち
、「
記
入
ナ
キ
モ
ノ
」
二
三
五
九
人
、
残
り
三
〇
四
三
人
（
一
〇
〇
％
）
中
、
喫
茶
店
の
み
が
一
九
三
〇
人
（
六
三
・
四
％
）、
喫
茶
店
、
碁
将
棋
所
、
カ
フ
ェ
・
バ
ー
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
玉
突
所
、
麻
雀
ク
ラ
ブ
の
う
ち
、
二
つ
以
上
に
出
入
り
す
る
も
の
一
一
一
三
人
（
三
六
・
六
％
）、
そ
の
う
ち
カ
フ
ェ
・
バ
ー
と
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
又
は
両
方
に
出
入
り
す
る
も
の
一
三
七
人
（
四
・
五
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
東
京
帝
国
大
学
学
生
課
『
東
京
帝
国
大
学
学
生
生
活
調
査
報
告
』
一
九
三
五
年
）。
カ
フ
ェ
・
バ
ー
通
い
、「
ダ
ン
ス
学
生
」
は
少
な
い
が
、
し
ば
し
ば
ク
ロ
ー
ズ
・
ア
ッ
プ
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
。
な
お
、
一
九
三
八
年
七
月
に
実
施
さ
れ
た
東
京
市
と
近
在
の
大
学
・
専
門
学
校
お
よ
び
識
者
三
〇
〇
余
名
に
対
す
る
調
査
で
は
、
学
生
の
カ
フ
ェ
、
バ
ー
、
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
、
麻
雀
ク
ラ
ブ
へ
の
出
入
り
禁
止
論
は
多
い
が
、
映
画
館
、
劇
場
、
演
芸
場
に
つ
い
て
は
、「
学
生
の
娯
楽
生
活
か
ら
断
然
隔
絶
せ
ん
と
す
る
も
の
」
は
い
な
い
（
大
原
社
会
問
題
研
究
所
『
学
生
娯
楽
問
題
に
関
す
る
調
査
』
一
九
三
九
年
）。
（
14
） 
大
室
貞
一
郎
『
大
学
及
大
学
生
│
そ
の
三
代
思
想
記
│
』
利
根
書
房
、
一
九
四
一
年
。
（
15
） 
美
作
太
郎
『
戦
前
戦
中
を
歩
む　
編
集
者
と
し
て
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
八
五
年
）、
渡
辺
か
よ
子
『
近
現
代
日
本
の
教
養
論　
一
九
三
〇
年
代
を
中
心
に
』（
行
路
社
、
一
九
九
七
年
）、
河
合
栄
治
郎
研
究
会
編
『
教
養
の
思
想
』（
社
会
思
想
社
、
二
〇
〇
二
年
）。
な
お
、
前
記
『
学
生
生
徒
生
活
調
査
』
の
「
最
近
読
み
て
感
銘
を
受
け
た
る
書
籍
」
で
は
、
調
査
時
点
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
た
火
野
葦
平
の
『
麦
と
兵
隊
』
が
第
一
位
（
七
九
〇
四
人
）、『
土
と
兵
隊
』
が
第
二
位
（
三
四
二
六
人
）、
島
木
健
作
『
生
活
の
探
求
』
が
第
三
位
（
二
〇
二
〇
人
）
で
あ
り
、
こ
の
三
著
が
飛
び
抜
け
て
多
い
が
、
戦
場
と
兵
士
へ
の
関
心
か
ら
読
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
火
野
の
二
著
を
別
格
と
す
れ
ば
、
全
体
と
し
て
、
学
生
・
人
格
・
教
養
も
の
と
〝
土
〞・
農
村
生
活
に
関
す
る
作
品
が
目
立
つ
。「
根
っ
か
ら
の
都
会
っ
児
」
だ
っ
た
と
い
う
安
田
武
は
、
軍
国
主
義
的
風
潮
が
風
靡
す
る
の
に
「
逆
比
例
」
し
て
「
反0
軍
国
主
義
的
心
情
」
を
「
固
執
」
し
、
河
合
栄
治
郎
の
「
理
想
主
義
的
な
人
格
・
教
養
主
義
」
に
「
傾
倒
」
し
て
い
っ
た
が
、
同
時
期
に
0
0
0
0
「
島
木
健
作
的
な
る
も
の
0
0
0
0
0
へ
の
心
情
的
傾
斜
」
（
傍
点
は
安
田
）
を
深
め
て
い
っ
た
、
と
回
想
し
て
い
る
（
安
田
武
『
昭
和
青
春
読
書
私
史
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
五
年
）。
教
養
主
義
的
自
由
主
義
と
「
農
村
（
本
）
主
義
」（
安
田
）
へ
の
傾
斜
は
併
存
し
て
お
り
、
学
生
の
心
情
は
両
義
的
で
、
後
者
は
転
向
心
理
と
も
結
び
つ
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
学
生
が
拠
り
所
149
を
求
め
て
い
た
こ
と
の
顕
れ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
（
北
河
賢
三
『
戦
争
と
知
識
人
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
）。
（
16
） 
当
時
の
或
る
学
生
は
、「
社
会
的
な
も
の
ゝ
圧
力
が
、
き
び
し
い
。
自
我
を
確
立
し
な
い
人
間
に
と
つ
て
こ
れ
は
残
酷
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
が
（
水
上
宏
「
大
学
生
の
日
記
」『
東
大
春
秋
』
第
四
巻
第
一
号
、
一
九
三
六
年
一
二
月
）、
だ
か
ら
こ
そ
河
合
の
訴
え
が
響
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（
17
） 
前
掲
『
最
近
に
於
け
る
右
翼
学
生
運
動
に
付
て
』
お
よ
び
井
上
義
和
『
日
本
主
義
と
東
京
大
学
』
柏
書
房
、
二
〇
〇
八
年
。
（
18
） 
「
不
良
狩
り
」
の
報
道
は
一
九
二
〇
年
代
か
ら
見
ら
れ
、
一
九
三
二
・
三
三
年
に
目
立
つ
が
、
三
四
〜
三
七
年
は
少
な
い
。「
不
良
狩
り
」
は
、
ゆ
す
り
や
暴
力
行
為
な
ど
の
犯
罪
あ
る
い
は
犯
罪
に
結
び
つ
く
可
能
性
の
あ
る
青
少
年
（
男
女
）
不
良
グ
ル
ー
プ
の
取
締
り
や
未
成
年
・
学
生
の
遊
郭
通
い
の
取
締
り
な
ど
が
中
心
で
あ
り
、
中
学
生
も
含
ま
れ
る
。
な
お
、
警
視
庁
は
一
九
三
四
年
一
〇
月
、
制
服
・
制
帽
の
学
生
及
び
未
成
年
の
特
殊
飲
食
店
（
女
給
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
バ
ー
・
カ
フ
ェ
な
ど
）
へ
の
出
入
り
を
禁
止
し
て
い
る
。
（
19
） 
読
売
新
聞
の
「
当
今
学
生
気
質
６
」（
一
九
三
八
年
二
月
二
五
日
）
に
は
、
学
生
の
警
察
署
長
宛
誓
約
書
（
拇
印
押
捺
）
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
南
原
繁
に
よ
る
と
、
早
稲
田
署
長
藤
田
次
郎
は
東
大
法
学
部
南
原
ゼ
ミ
（
一
九
三
四
年
）
の
出
身
者
で
あ
る
（
丸
山
眞
男
・
福
田
歓
一
編
『
聞
き
書　
南
原
繁
回
顧
録
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）。
（
20
） 
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
第
三
巻
（
八
九
〇
頁
）
は
、「
世
論
の
大
半
は
学
生
の
非
を
認
め
る
方
に
傾
い
て
い
た
。
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
警
察
当
局
の
不
法
に
抗
議
し
た
学
生
代
表
も
、
翌
十
七
日
…
…
再
協
議
し
た
結
果
、
…
…
「
全
早
大
生
諸
君
に
告
ぐ
！
」
を
発
表
し
、
全
学
生
の
自
粛
自
戒
を
要
望
し
た
」
と
記
し
て
い
る
。
当
時
の
事
情
の
詳
細
は
不
明
だ
が
、
学
生
の
間
に
「
学
生
狩
り
」
に
対
す
る
意
見
の
相
違
が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
、
ま
た
一
七
日
に
は
学
生
課
員
が
出
席
し
て
お
り
、
大
学
当
局
の
意
向
が
作
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
「
世
論
の
大
半
は
学
生
の
非
を
認
め
る
方
に
傾
い
て
い
た
」
と
い
え
る
か
ど
う
か
？　
ま
た
仮
に
そ
う
だ
っ
た
と
し
て
も
、
一
日
ち
が
い
で
力
点
の
置
き
ど
こ
ろ
が
異
な
る
声
明
が
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
理
由
と
は
考
え
に
く
い
。
（
21
） 
安
部
磯
雄
は
、
二
月
の
学
生
狩
り
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え
て
、「
だ
ら
し
が
な
い
」
と
学
生
ば
か
り
を
責
め
る
わ
け
に
は
ゆ
く
ま
い
。
社
会
に
も
罪
は
あ
る
、
学
生
監
督
の
立
場
に
あ
る
父
兄
と
学
校
当
局
は
少
く
と
も
半
分
の
責
任
を
負
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
（「
当
今
学
生
気
質
１
」
読
売
二
・
二
〇
）。
（
22
） 
『
自
大
正
十
二
年
十
月
至
昭
和
十
六
年
十
月　
諸
通
達
綴　
第
一
早
稲
田
高
等
学
院
』（
早
稲
田
大
学
大
学
史　
資
料
セ
ン
タ
ー
所
蔵
）。
（
23
） 
『
早
稲
田
学
報
』
一
九
三
八
年
七
月
。
な
お
、
そ
の
後
九
月
一
三
日
の
学
部
長
附
属
学
校
長
会
議
に
お
い
て
、
学
生
の
「
自
粛
反
省
」
を
具
体
的
に
示
す
「
自
発
的
」
な
「
申
合
セ
」
を
行
わ
せ
る
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
、
こ
れ
を
う
け
て
九
月
三
〇
日
に
は
学
部
・
学
院
・
専
門
部
な
ど
各
箇
所
ご
と
に
「
学
風
振
興
に
係
わ
る
学
生
申
合
」
が
行
わ
れ
、「
学
風
振
興
」
運
動
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
申
し
合
わ
せ
150
事
項
は
、
時
局
講
演
会
・
座
談
会
の
開
催
、
傷
病
将
士
の
慰
問
、
節
約
献
金
運
動
、
皇
居
遙
拝
及
び
黙
祷
、
徒
歩
通
学
の
励
行
、
麻
雀
・
撞
球
店
に
濫
り
に
出
入
り
し
な
い
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
（
同
前
『
自
大
正
十
二
年
十
月
至
昭
和
十
六
年
十
月　
諸
通
達
綴
』）。
（
24
） 
当
時
第
一
早
稲
田
高
等
学
院
生
だ
っ
た
有
馬
頼
義
は
、
警
察
の
や
り
方
に
反
抗
し
た
学
生
は
警
察
署
裏
の
道
場
で
竹
刀
で
殴
ら
れ
、
署
長
は
学
生
の
徴
兵
延
期
制
度
を
特
権
だ
と
言
っ
た
、
と
記
し
て
い
る
（
有
馬
頼
義
『
小
説　
昭
和
事
件
史
２
』
三
笠
書
房
、
一
九
七
一
年
）。
（
25
） 
北
河
賢
三
「
戦
時
下
の
世
相
・
風
俗
と
文
化
」
藤
原
彰
・
今
井
清
一
編
『
十
五
年
戦
争
史
２
日
中
戦
争
』
青
木
書
店
、
一
九
八
八
年
。
（
26
） 
本
稿
で
は
学
生
（
男
子
）
に
照
準
を
合
わ
せ
て
風
俗
統
制
を
論
じ
た
が
、「
マ
ダ
ム
」
や
「
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
」、
女
学
生
な
ど
、
女
性
の
風
俗
も
標
的
と
な
っ
た
。
国
民
精
神
総
動
員
運
動
の
開
始
当
初
、
内
務
省
は
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
を
閉
鎖
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
が
各
方
面
か
ら
の
反
発
が
強
く
、
一
九
三
八
年
六
月
に
は
業
者
の
「
自
粛
自
戒
」
を
認
め
て
し
ば
ら
く
「
静
観
」
す
る
方
針
に
修
正
し
た
（
東
朝
一
九
三
八
・
六
・
三
）。
し
か
し
、
警
視
庁
は
同
年
七
月
一
〇
日
か
ら
、
女
性
客
に
限
っ
て
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
ダ
ン
ス
教
習
所
へ
の
入
場
を
禁
止
し
た
。
ま
た
、
荒
木
文
相
は
、
女
性
の
飲
酒
・
喫
煙
、
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
・
ウ
ェ
ー
ブ
、
女
学
生
の
間
に
流
行
し
て
い
る
サ
イ
ン
熱
を
槍
玉
に
上
げ
、「
キ
ミ
・
ボ
ク
」
語
の
撲
滅
を
唱
え
た
。
こ
の
「
キ
ミ
・
ボ
ク
」
語
撲
滅
の
「
お
布
令
」
を
全
国
高
等
女
学
校
長
宛
に
出
す
こ
と
に
対
し
て
は
、
教
育
界
関
係
者
の
中
で
賛
否
両
論
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
（
読
売
一
九
三
八
・
八
・
二
四
、
八
・
三
〇
）。
し
か
し
、
文
部
省
の
指
導
方
針
と
軌
を
一
に
し
て
、
内
務
省
警
保
局
は
九
月
五
日
、
一
三
の
大
衆
雑
誌
の
編
集
者
を
招
致
し
て
「
大
衆
雑
誌
の
記
事
浄
化
指
導
」
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
中
で
、
同
年
五
月
婦
人
雑
誌
編
集
者
に
指
示
さ
れ
て
い
た
「
婦
人
雑
誌
ニ
対
ス
ル
取
締
方
針
」
中
の
「
女
子
ノ
貞
操
観
念
ニ
疑
惑
ヲ
招
カ
シ
ム
ル
ガ
如
キ
モ
ノ
」
に
対
す
る
取
締
り
の
強
化
な
ど
に
加
え
て
、「
女
子
の
作
法
又
は
言
葉
遣
不
良
の
記
事
（
君
、
僕
、
兄
貴
等
）」
の
取
締
り
を
指
示
し
て
い
る
（『
出
版
警
察
報
』
第
百
拾
五
号
、
一
九
三
八
年
九
・
一
〇
月
分
の
報
告
）。
一
方
、
レ
ビ
ュ
ー
・
ガ
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
、
俳
優
、
外
国
人
な
ど
を
対
象
と
す
る
女
学
生
の
サ
イ
ン
蒐
集
熱
に
対
し
て
は
、
文
部
省
が
全
国
道
府
県
知
事
な
ら
び
に
全
国
高
等
女
学
校
長
宛
に
、
内
務
省
が
全
国
道
府
県
知
事
宛
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
極
秘
に
禁
止
取
締
方
の
通
牒
を
発
し
た
」
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
（
読
売
一
九
三
八
・
九
・
二
二
夕
刊
）。
な
お
、
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
・
ウ
ェ
ー
ブ
排
撃
に
つ
い
て
は
、
内
藤
英
恵
「
日
中
全
面
戦
争
と
パ
ー
マ
ネ
ン
ト
排
撃
」（
須
崎
愼
一
・
内
藤
英
恵
『
現
代
日
本
を
考
え
る
た
め
に　
戦
前
日
本
社
会
か
ら
の
視
座
』
梓
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
が
あ
る
。
